



A study on robot development and home economics  
































































































































































ある ない 以前より感じた かわらない
6 12 13 5
ロボットに興味があるか ロボットに興味がわいたか
ある 少しある ない 興味が増した 興味が減った 変わらない
3 10 5 15 2 1
ロボットを手に入れたいと思ったことがあるか 手に入れたいと思ったか
ある ない 思った 思わなかった
8 10 4 13
ロボットを話題にすることがあるか 話題にしたか
よくある　 たまにある　 ない した しなかった
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動作 形状・形容 人との関係性 経費 環境条件 合計
19 16 14 9 8 7 6 5 4 0 88
21.6% 18.2% 15.9% 10.2% 9.1% 8.0% 6.8% 5.7% 4.5% 0.0% 100.0%
2 5 23 3 17 4 2 11 0 7 74
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（1）講義前     
○ ペットは死ぬけどロボットは死なない 
○ 少し怖いというか不安な気もする お掃除ロボが欲しい（心ある顔は切なくなりそう） 
○ どんどん進んでいくとどうしてもターミネーターみたいな核戦争みたいになるのではと怖くなる 
○ 楽になりそう 
×  医療現場とか社会的な生活では一緒に暮らしたいが、日常生活にはいらない。感情がある人間と暮らしたい 
× 共に生活するのは本物の人がいい 
× 人間と同じだとは思えない 
× 人と暮らしたい いろいろしてくれるのはありがたい 




× 今の生活に不自由はしていない 色々と自動でしてくれるのは便利でいい 
× 壊れたとき困る なくても困らない 



































































































の結果を表 3（2）に示した。拒否したものは 8 名，受け入
れたものが 6 名，判断しかねるとしたもの 1 名であった。
  （1）講義前  （2）講義後  
No 親和性 技術性 人間性 親和性 技術性 人間性 
1 ○   
2 ○ ○  ○ ○ 
3 ○ ○ ○ ○ 
4 ○ ○ ○ 
5 ○ ○  ○ 
6  ○ 
7 ○   
8 ○ ○ ○ ○ 
9 ○  
10 ○  ○ 
11 ○   ○ 
12 ○ ○   
13 ○   
14 ○ ○  
15 ○ ○  ○ 
16 ○ ○  ○ 
17 ○ ○  ○ 
18 ○   
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を評価する「人間性」の軸があるとされる 6。この 3 の次
元を用い記述内容を分類し，表 4 には講義前後別に示して
いる。講義前には「技術性」8 人，「人間性」8 人，「親和
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